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ボランティア体験講座
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国連が掲げる2030年までに達成すべき目標、SDGs（持続可能な開発目標）。

徳島市市民活力開発センターでは『2030 SDGs（ニイゼロサンゼロ エスディージーズ）』というカ

ードゲームを用いて、SDGsの入り口について学ぶ場を設けています。高校生や行政職員といった

、異なった年代や立場の方々 へ講座を開き、SDGsが自分たちの生活や仕事にどのように関わ

ってくるのかを体感していただきました。

鳴門高校にて出張講座
徳島県社会福祉協議会からの依頼を受け、鳴門高校で実

施している“ボランティア特講”という授業に伺いました。近

年は学校教育でもSDGsについて触れられる機会が増えて

きていますが、生徒たちにとっては関心を持ちにくいものであ

るのが実情。実際、今回の授業の冒頭で “SDGsに対す

るイメージ”を高校生たちに確認したところ、主な返答として

「まったくわからない」が最も多く、次い で「名前は聞いたこと

があるが、よく知らない」が多いという結果になりました。この

認識に対して体感で学びを深めてもらうというアプローチは効

果的だったようで、ワークショップ終了後、SDGsを肯定的に

捉えている意見が非常に多く挙げられました。

徳島県庁NPO研修にて講座
徳島県庁では、県内NPO団体の実情を新規採用職員が

把握することを目的としたNPO短期研修を実施しており、

14名の職員を徳島市市民活力開発センターで受け入れる

ことになりました。こちらでも『2030 SDGs』を用いて

SDGsについて理解を深めてもらい、身近な出来事や自分の

選択一つが世界の様々な事象に通じているということを認

識していただきました。徳島県庁の新採職員である彼らは、

これから先様々 な政策立案に関わっていくことになります。そ

の際にはぜひ、本日の講義のことを思い出していただいて

SDGsという国が掲げる世界の目標についての視点を持っ

て取り組んでいってほしいと思います。

講師 岸田 侑 / Yu Kishida

徳島市市民活力開発センター 統括マネージャー
2019年に「2030SDGs公認ファシリテーター」の資格を取得し、行

政や教育機関を対象にSDGsに関する講座を実施している。

2030  SDGsとは
カードゲームを通してSDGsの17の目標を達成するために、仮想の世界を自分たちでつくっていき

ながら、2030年までの道のりを体験するもの。SDGsの目標を細かく勉強するためのものではな

く、SDGsの必要性や可能性について、楽しみながら理解を深めるゲームとなっています。ルールは

いたってシンプル。与えられたお金と時間を使って、プロジェクト活動を行うことで最終的にゴールを達成

するというものです。プロジェクトの進行によって仮想の世界の状況は刻々 と変化していく。どのプロ

ジェクトを行うかで世界の状況が刻々 と変わっていき、参加者全員が行うプロジェクトの結果、2030年

の世界があらわれていく、という風にゲームが進んでいきます。

1 ゴールカード。これによって、各々 の目的が決まります。

2 お金と時間のカード。プロジェクトを遂行することで得られたりします。

3 プロジェクトカード。お金や時間を消費することで、プロジェクトを遂行することができます。

4 世界の状況メーター。プロジェクトの遂行によって変動します。
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昨年に開催された※『とくしま歩き遍路の旅』に参加していた

高校生から、「遍路道のごみ拾いをしたい！」という声があがりまし

た。それを実現したのがこの『お遍路おそうじ』です。活動当日に

は9人の若者が集まり、遍路道の清掃活動を行いながら、お

遍路の文化についても学んでいきました。また、現場の下見は『

子ども歩き遍路実行委員会』の方々へ協力を依頼し、一緒に遍

路道をまわり、どこの道が良いか、どんなルートで巡るのが最適

かを考えました。昨年の事業をきっかけに世代を越えた繋がり

ができ、それがまた新たな活動へと繋がっていく、そういった可

能性を見せてくれた事例となりました。

高校生を主とした若者にターゲットを絞った清掃活動。ボランティ

アに興味がないような人でも参加したくなるようなものにし、徳島

県内の様々な高校から人を集めたいということで、徳島北高校生6

人が中心となって企画。“ボランティアに対するイメージを変え

たい”と、広報の打ち出し方に工夫を凝らし、清掃活動の中にゲー

ムの要素を取り入れたり、参加者がどうしたら楽しめるかを追求

し、結果として97人の参加者が集まるという快挙を果たしま

した。参加者の所属も徳島北、城ノ内、城北、城南など、市内各

地の高校から集まっており、参加者満足度も非常に高いものとなり

ました。ボランティアに触れる第一歩となったこの活動が既存のイ

メージを塗り替え、今後の活動へと繋がっていくことを願います

。
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